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ごあいさつ
皆様には、日頃より、愛知県信用農業協同組合

連合会（愛称「ＪＡ愛知信連」）に格別のお引き立

てを賜り、厚くお礼申しあげます。

本年も皆様に当会の経営方針、業務内容、平成

30年度の業績等をご紹介するために、本冊子を作

成いたしました。ご一読いただき、当会に対する

ご理解を一層深めていただければ幸いに存じます。

当会は、昭和23年の設立以来、農業専門金融機

関・地域金融機関として、県下のＪＡが食の安全

と安心を地域の皆様にお届けすることを金融面か

らサポートするとともに、利用者の皆様の生活向

上に資する幅広い金融サービスを提供することに

より、地域農業の発展と豊かな地域社会の創造に

取り組んでまいりました。

さて、日本経済は、政府による経済政策の効果

が国内景気の下支えとなることが期待できるもの

の、消費税引き上げや人口減少の進展等による消

費の低迷が懸念されています。また、米国の通商

問題などによる世界経済の成長鈍化、景気の先行

不安等を踏まえますと、国内景気は緩やかに減速

局面に転換するものとみられます。

また、金融業界におきましては、マイナス金利

政策の継続が金融機関の収支を圧迫する厳しい経

営環境が続く中、各金融機関は業態の垣根を超え

た業務連携や店舗網の再編、経営統合を含めた経

営の合理化・効率化を推し進めています。

更に、ＪＡ系統組織におきましては、農業の担い

手や地域の利用者の皆様から高い評価をいただける

よう、農業所得の向上等を目指す自己改革の不断の

取組みを進めていくことが必要となっております。

こうした環境認識のもと、当会におきましては、

県下ＪＡ系統信用事業（通称「ＪＡバンクあいち」）

の県域組織として、県下ＪＡの自己改革の取組み

を十全にサポートするとともに、農業専門金融機

関・地域金融機関としての質の高い金融サービス

の提供等に努めているところです。

今後におきましても、県下ＪＡと一体となって、

組合員をはじめとする利用者の皆様から一層信頼

される金融機関としてお役に立つことができるよ

うに、役職員が一丸となり「ＪＡバンクあいち」

の発展に努めてまいります。

皆様におかれましては、本冊子等を通じて当会

に対するご理解を深めていただきますとともに、

より一層のご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い

申し上げます。
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